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Prsastapadabhasyaに お け る 認 識 の 因 果 論 的 区 別

三 浦 宏 文

は じ め に

イ ン ド正 統 派 六 派 哲 学 の一 つ で あ るVaisesika学 派 を体 系化 したPrasastapadaは,

因 中 無 果 論(asat-karya-vada)と い う因 果 論 を 認 識 論 に 積 極 的 に 取 り入 れ て 緻:密な

体 系 を 構 築 し た.本 稿 で は,こ のPrasastapadaの 主 著Prasastapadabhasya(A.D.

6C.以 下PBh)1)に お け る認 識 論 と因 果 論 の 関 係 につ い て,PBhの 諸 注 釈 の 中 で 因果

論 に 関 して 最 も言 及 して い るVyomasivaのVyomavati(AD.10C.以 下Vy)を 中心 に

参 照 しつ つ 考 察 した い.

1因 果 関 係 を 記 述 す る 文 型

Vaisesika学 派 で は,原 因 を 内属 因(samavayi-karana)と 非 内 属 因(asamavayi-kara-

na)と 動 力 因(nimitta-karana)の3種 類 に 分 け る.PBhで は,こ れ らの 用 語 自体 は

あ ま り出 て こな い が,そ れ に対 応 す る概 念 が あ っ た こ とは 宮元 啓 一 の詳 細 な研 究

で 明 らか に さ れ て い る2).ま た,大 網 功 は,こ れ を運 動 論 に適 用 し,運 動 論 が 因

果 論 を も とに構 成 され て い る こ とを 明 らか に し た3).基 本 的 に,PBhの 因 果 論 を

説 明 す る箇 所 の サ ン ス ク リ ッ ト原 文 で は,-apeksa(あ るいはその派 生語)と 伴 わ れ

た文 型 で 示 され る の が動 力 因,同 じ文 の 中 でAblativeで 示 さ れ た語 が 非 内属 因 を

表 す とい う形 に な って い る.

2各 認 識 形 態 と 因 果 関 係 を 記 述 す る 文 型

こ こで は,PBhの 認 識 論 の 中 で 正 しい 知 識 に分 類 さ れ る直 接 知 覚(pratyalcsa)・

推 論(anumana)・ 記憶(smrti)・ 聖 仙 知(arsajnana)の4つ につ いて 検 討 して い きた い.
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2-1直 接 知 覚(pratyaksa)

Vaisesika学 派 で は,直 接 知 覚 は 対 象(visaya)一 感 覚 器 官(indriya)一 自 我(atman)

一意 識(manas)の4者 の 接 触 に よ る と さ れ る .PBIrで は,こ の 前 述 の4者(対 象 一

感 覚 器 官 一自我 一意 識)の 接 触 が 成 立 し た 後 に,以 下 の よ う に 述 べ られ て い る.

[235]samanya-visesa-dravya-guna-karma-visesana-apeksad atma-manah-sannikarsat pratyaksam

utpadyate sad dravyam prthivi visani suklo gaur gacchati _iti|(PBh(1):P.186,11.16～19.)4)

普 遍 ・特 殊 ・実 体 ・属 性 ・運 動 とい っ た 限 定 を待 っ て,自 我 と意 識 の接 触 か ら,「 存 在 し,実

体 で あ り,地 で あ り,角 を持 つ,白 い 牛 が 歩 く.」 とい う直接 知 覚 が生 じ る.

文 型 とVyの 記 述 か ら 見 て 「自 我 と意 識 の 接 触 が 非 内 属 因 」 で あ り,「 普 遍 ・特

殊 実 体 ・属 性 ・運 動 と い う限 定」 が 動 力 因 で あ る5)上 述 の 形 が,因 果 論 を 表 す 基

本 と な る文 型 で あ る.

2-2推 論(anumana)

PBhの 本 文 で,推 論 全 体 に 関 す る 因 果 関 係 ゐ 記 述 は,こ れ だ け で あ る.

<100>[246]linga-darsanat samjayamanam laingikam‖(PBh(1):P.200,1.4.)

徴 証(linga)を み る こ とか ら,推 論 され た(知 識)が 生 じ る.

しか し,こ の 箇 所 のVyの 注 釈 に は 以 下 の 記 述 が あ る.

para-amarsa-jnanam va linga-darsanad yatha-ukta-visesana-jnanam utpadyate sadhakatamatva-

apeksya」anumanam|(Vy:Vol.2,P.147,11.19～20.)

過 去 と接 触 す る知,あ る い は,徴 証 を み る こ とか ら,前 述 した 限 定 す る知 の よ うに,最

も効 果 的 で あ る こ とを待 って,推 論 が 生 じ る.

こ の 文 型 は,PBhの 基 本 的 な 因 果 論 の 記 述 と 同 じ文 型 で あ る.ま た,こ こ で の

「過 去 と接 触 す る 知 」 は,例 え ぼ 煙 に 対 す る火 の 記 憶 の こ とで あ る.こVyの 記

述 を 合 わ せ て 考 え れ ぼ,非 内 属 因 は 「徴 証 を み る こ と 」 で あ り,動 力 因 は 「最 も

効 果 的 で あ る こ と(sadhakatamatva)」 で あ る.'

2-3記 憶(smrti)

記 憶 は 過 去 に 関 す る 認 識 で あ り,正 し い 知 識 に は 挙 げ ら れ つ つ も 認 識 手 段 に は

挙 げ られ な い と い う,'PBhの 認 識 論 上 独 自 の 位 置 を 占 め る.

<121>[287]linga-darsana-iccha-anusmarana-ady-apeksad atma-manasoh samyoga-visesat paty-

abhyasa-adara-pratyaya janitac ca samskarad drsta-sruta-anubhutesv arthesu sesa-anuvyavasaya-ic-

cha-anusmarana-dvesa-hetur atita-visaya smrtir iti•a(PBh(1) : p. 256,11. 17 •`20.)
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記憶 とは,徴 証 をみ ることや欲 求や追想等 を待 って,自 我 と意 識の特殊 な結合 か ら,そ

して,強 烈 さや反復 や留意 といった観念か ら生 じた潜勢 力(samskara)か ら,生 じる.見 た

り聞 いた り経験 した りす る対象 において,残 余 の確 認(sesa-anuvyavasaya)と 願 望 と追想 の

原因で あ り,過 去の対象(に 関す る知識)で あ る.

これ に よ れ ぼ,非 内 属 因 は 「自我 と意 識 の 特 殊 な結 合 」 で あ り,動 力 因 は 「徴

証 を み る こ ど・欲 求 ・追 想 」 で あ る.こ こで は,そ の 「自我 と意 識 の特 殊 な 結 合 」

に続 い て 「強 烈 さ や 反 復 や 留 意 と行 っ た 観 念 か ら生 じ た潜 勢 力(samskara)」 が

Ablativeで あ げ られ て い るが,Vyに よれ ぼ動 力 因 で あ る6).-apeksaと い う語 に伴

わ れ た文 型 で 示 さ れ る動 力 因 だ けで な く,Ablativeの 形 で 非 内属 因 と動 力 因 を列

挙 す る文 型 は,前 述 まで の文 型 とは 異 な る.ま た,こ こで は,「 自我 と意 識 の 〈特

殊 な 〉 結 合 」 と され,通 常 の 「自我 と意 識 の 結 合 」 とは 区別 さ れ て い る とこ ろ に

一 注 目す べ きで あ る
。

2-4聖 仙 知(arsajhana)

聖仙 知 は,聖 仙 な ど に特徴 的 な 特別 な 認 識 で あ る.

<122> [288] amnaya-vidhatrnam rsinam atita-anagata-vartamanesv atindriyesv arthesu dharma-

adisu grantha-upanibaddhesv anupanibaddhesu ca atma-manasoh samyogad dharma-visesac ca yat 

pratibham yatha-artha-nivedanam jnanam utpadyate tad arsam ity acalcsate| (PBh(1) : p. 258, 11. 1 

ll•` 5
.)

聖典の創 造者 であ る聖仙達に,(1)過 去 ・現在 ・未来 のこ とが らにおいて,(2)超 感覚的 な

ことが らにおいて,(3)法 な どにおいて,(4)書 物 に記録 された もので も記録 されて いない

もの において も,自 我 と意識 の結合か ら,そ して特殊 な法か ら,直 観 的で対象 をその まま

伝 える知識 が生 じる.こ れが,聖 仙知(arsa)で ある.

文 型 とVyの 記 述 か ら,「 自我 と意Ctの 結 合 」 が 非 内 属 因 で あ る7).こ こ で は,

一apeksaと い う語 に伴 わ れ る文 型 で 示 され る動 力 因 の記 述 は な い が,Vyに よれ ぼ

動 力 因 は 「特 殊 な法 」 で あ る.こ の よ うに,非 内属 因 と動 力 因 がcaで 結 ぼ れ た形

で 並 列 的 にAblativeで 記 述 さ れ る文 型 は,記 憶 と同様 で あ る.こ の こ とか らも過

去 時 の認 識 で あ る記 憶 や 特 別 な認 識 で あ る聖 仙 知 が,通 常 の現 在 時 の認 識 と区別

され て い る こ とが わ か る.
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3結 語

3-1認 識 論 と因 果 論 の 対 応

以 上 の よ う に見 て く る と,PBhの 各 認 識 形 態 に は 因果 論 的 な 区別 が 対 応 して い

る こ とが,そ のサ ン ス ク リ ッ ト原 文 の文 型 に よ っ て わか る.

ま ず,あ らゆ る認 識 に よ っ て 得 られ た 知 識(buddhi)は,自 我(atman)の 属 性

で あ るの で,共 通 の 内属 因 は,自 我 で あ る.そ して,推 論 以 外 の 諸 認 識 は,「 自

我 と意 識(manas)の 結 合 」 とい う非 内属 因 か ら起 こる.そ の 際,過 去 に 関連 す る

記 憶 は,非 内属 因 に 〈特 殊 な 〉 とい う限 定 が つ く.特 別 な 認 識 で あ る聖 仙 知 は,

-apeksaと い う語 に伴 わ れ な い形 でAblativeで 非 内属 因 と動 力 因 を併 記 す る とい う

形 の 文 型 を取 る ので あ る.

《各認識形態と非内属因 ・動力因の表現文型の対応関係》

このように,各 認識形態によって,原 因を記述する文型 も区別 されているので

ある.

3-2現 在時の認識(直 接知覚 ・推論)の 優位性

またさらに,こ の因果論的区別から,PBhの 認識論では,諸 認識形態の中でも

現在時に関係する直接知覚及び推論が基本 になっていることがわかる.

(1)直 接知覚は,運 動やその他の因果関係の表記法 と共通するPBhの 術語化 し

た因果関係の表記法で表記されている.(2)推 論は,出 発点 として 「徴証をみる

直接知覚」が前提 されるので,非 内属因が他の認識 と区別されるが,直 接知覚に

準じたものと考えてよいであろう.そ の証拠 に,推 論は認識手段 として認められ

ている.(3)記 憶 は,非 内属因に 〈特別な〉とい う限定をつけることで,他 の認

識 とは区別 した形で表記される.記 憶が正 しい知識に分類されながらも,直 接に

は認識手段 とされないのは,そ の記憶が推論 に関連 し,正 しい推論過程 を経た上

で,推 論の結果の知識 として成立するか らである.(4)聖 仙知は,動 力因をAbla-
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tiveで 併 記 す る形 で 表 記 され,通 常 の認 識 とは 明 らか に 区別 され て い る.ま た,

この 聖 仙 知 も記 憶 同様 に認 識 手 段 と して認 め られ て い な い.こ れ は,聖 仙 知 が 一

般 に 認 知 され る た め に は,そ の聖 仙 知 の知 識 が 「他 人 の た め の推 論 」 に よ って 論

証 され な けれ ぼ な らな い.だ とす る と,最 終 的 に は,推 論 の結 果 の知 識 と して 成

立 す る こ とに な り,'認 識 手段 は こ の場 合 推 論 に な っ て しま うか らで あ る と考 え ら

れ る.、

この よ うに,Prasastapadaの 認 識 論 で は,あ くま で 現 在 時 の認 識 が 基 本 に あ り,

そ れ 以 外 の 認 識 とは厳 密 に区 別 され て い た とい う こ とが,こ の 因果 論 的側 面 か ら

もわ か るの で あ る.

◆略号表 PBh(1) : The Prasastapada Bhashya with Commentary Nyayakandali of Sridhara, Ed-

ited by Vindhyasvari Prasad Dvivedin, Banaras, 1895, (Reprint, Delhi, 1984). PBh(2) : Nyay-

akandali being a commentary on Prasastapadabhasya, with three sub-commentaries, Edited by 

Late Dr. J. S. Jetly, and Vasant G. Parikh, Oriental Institute, Vadodara, 1991. Vy : Vyomavati of Vy-

omasivacdrya (2vols.), Edited by Gaurinath Sastri, M. M. Sivakumarasastri-Granthamala[Vol. 6], 

Sampurnanand Sanskrit Vishvavidyalaya, Varanasi, 1983 •`84. WPR : Word Index to the Prasa-

stapadabhasya, A complete word index to the printed editions of the Prasastapadabhasya, Edited by 

Johannes Bronkhorst and Yves Ramseier, Motilal Banarsidass Publishers Private Limited, Delhi, 

1994.

1)Prasastapadahasyaの テ キ ス トは,略 号 表PBh(1)を 底 本 に使 用 し,PBh(2)を 適 時 参

照 し た が,異 同 が あ る 場 合 は お お む ねWRRに 従 っ た.2)Miyamoto,Keiichi:"The

Early Vaisesikas on asamavayikarana and the Term apeks,"『 イ ン ド思 想 と仏 教 文化 今 西順

吉 教 授 還 暦 記 念 論 集 』 春 秋 社 ・1996年 参 照. 、3)大 網 功 「イ ン ド運 動 論 と因 果 論 」

『科 学 史研 究 』 第38巻(No.211)・ 日本 科 学 史 学 会 ・岩 波 書 店 ・1999年 参 照.4)訳

文 中 の()の 中 の 語 は,理 解 の た め に補 っ た言 葉,あ る い は サ ンス ク リ ッ ト語 の原 語 で

あ る.ま た,サ ンス ク リ ッ ト原 文 を表 記 す る際,複 合 語 は術 語 化 して い る もの を除 い て

原 則 単 語 で 区切 りハ イ フ ンで つ な い だ.ま た連 声 を切 っ て元 に戻 した とき に は,ア ンダ ー

バ ー で っ な い だ .以 下 同 じ.サ ンス ク リ ッ ト原 文 の 番 号 は,〈 〉 で 囲 ま れ た もの はPBh(1)

に よ る も の,[]に 囲 ま れ た もの が 解 ・Rに よ る も ので あ る.5)Vy:Vol.2,P.142,ll.5

～7 .6)Vy:Vol.2,p.212,ll.811.7)Vy:Vol.2,p.214,ll.4～5.

〈キ ー ワ ー ド>Vaisesika,Prasastapada,6世 紀,認 識,因 果 論

(東 洋 大 学 東 洋 学 研 究 所 奨 励 研 究 員 ・博 士(文 学))
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been *(a)dbdha- (< *-dhbhta- through Bartholomae's rule) on the basis of Young 

Avestan abda- 'wonderful'. OIA. a-dabdha- and JAv. dapta- 'deceived' are 
innovated by introducing the full grade root form. In the case of adbhuta-, 

the root consonants as well as the formant -ta- are reserved by -u-, which is 

gained through the re-interpretation of the pres. *dbhnau-/dbhnu- as a -n-in-
fix-present *dbhna-u-/dbhn-u-. The original meaning is held by a-dabdha-

and dapta-, which seem to be younger forms, while somewhat older adbhu-
ta- and abda- are charged with the derived meaning. Also the adverb OIA. 

addha and OAv. OPers. azda `obviously, clearly' are examined, considering 
the problem of simplifying the three plosives group. They go back most 

probably to *ad 'this' + -dha, in spite of the common opinion today. (Detailed 
discussions are to be published in German in Fs. Klingenschmitt.) 

59. The Causal Distinction of Cognition in Prasastapadabhasya 

Hirofumi MIURA 

Prasastapada, who organized the Vaisesika philosophy, constructed his 

epistemology following in the tradition of Vaisesikasutra (A.D.lc.). He also 

adopted the causal theory of non-existence of effects (asat-karya-vada) in his 

epistemological system. In this paper, the author intends to consider the rela-
tionship between Prasastapada's epistemology and causality in his main 

work, Prasastapadabhasya (A.D.6c.). 
We can see the three kinds of causes in asat-karya-vada. The first is the 

intimate cause (samavayi-karana), the second is the non-intimate cause (asa-

mavayi-karana), the third is the efficient cause (nimitta-karana). These causes 
and their expressions correspond to the distinction of cognition in Prasasta-

pada's epistemology. 
In direct cognition (pratyaksa), non-intimate cause is the contact with at-

man and manas, and efficient cause is expressed with the term apeksa. But 

non-intimate cause means to see the sign (linga) in inference (anumana). In 

memory (smrti), non-intimate cause also means the (special) contact with at-
man and manas. In the saint's cognition (arsajnana), both causes are ex-
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pressed in ablative form. 
From these points, we can conclude that Prasastapada's epistemology par-

allels the distinction of causes in his causality. 

60. Similes used by Sankara: the simile on the ocean 

Tatsuoki KATO 

This article studies a simile of the ocean found in the Yogasastravivarana 
with a view to comparative research. I research similar similes discovered in 

Sankara's works, in order to solve the vexed problem of the authorship of the 

Yogasastravivarana. 

61. Udayana and Prajnakaragupta: A Sanskrit Fragment of the Pramanavar-
ttikalamkara Found in the Nyayavarttikatatparyaparisuddhi 

Koji EZAKI 

Both in Udayana's Nyayavarttikatatparyaparisuddhi (NVTP) and in Ratna-

kirti's Isvarasadhanadusana (ISD), the following Sanskrit fragment of Prajn-

akaragupta's Pramanavarttikalamkara (PVA) is found: 

yatkincid atmabhimatam vidhaya niruttaras tatra krtah parena / 
  vastusvabhavair iti vacyam ittham tadottaram [ ISD: tathottaram] syad vijayi sa-

mastah // 
While Prajnakaragupta states this verse and Ratnakirti quotes it in the con-

text of the refutation of Naiyayikas' proof of the existence of God (isvara), 
Udayana refers to it in the context of the refutation of the Buddhist view of 

unreality. The question arises: What is Udayana's intention in quoting the 

passage from PVA? 
The key to the answer to this question is the word 'svabhavavada', which 

occurs in the passage of Jnanasrimitra's Vyapticarca (VC) or Ratnakirti's Vy-
aptinirnaya that is cited by Udayana in his NVTP immediately before the ci-

tation of the present verse of PVA. The word 'svabhavavada' in the very 

passage should be taken as signifying 'to speak of the essence of a thing' or
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